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「まちごと万博・スマート御堂筋トライアル」 

募集要項 

～2025 大阪・関西万博期間中に、御堂筋を舞台に産官学で新たな価値創造へ～ 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【募集期間 2024 年 12 月 23 日(月)～2025 年 2 月 28 日(金）】 

 

ミナミ回遊性創出研究会 

協力：大阪商工会議所 
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１．事業概要 

2025 大阪・関西万博を目前に控え、産官学からなるミナミ回遊性創出研究会※１で議論を

進めている「御堂筋のスマートストリート化」※２を加速させるべく、スタートアップ企業などの先

端技術導入の実証実験・実装フィールドとして御堂筋を活用することとし、万博後の本格実装、

まちごと万博※３の展開などへつなげるものです。 

 

※１ ミナミ回遊性創出研究会 とは 

御堂筋・なんば広場の公共空間再編を契機に、大阪・ミナミエリアで産官学が知見を発揮・連携し、2025 大

阪・関西万博をターゲットとした地域経済・観光の活性化、歩いて楽しいウォーカブルなまちを実現し、世界的

な繁華街ミナミエリアの価値を高め、持続的なまちづくりへと繋げることを目的として、2019 年から活動し

ています。（代表：大阪公立大学大学院工学研究科都市系専攻 嘉名 光市 教授） 

その他の参加主体等： 大阪市建設局、御堂筋沿道・道頓堀以南区間整備協議会、なんば安全安心にぎわい

のまちづくり協議会、一般社団法人大阪活性化事業実行委員会、ミナミまち育てネットワーク、一般社団法

人ミナミ御堂筋の会（事務局） 

 

※２ 御堂筋のスマートストリート化 とは 

御堂筋は、大阪市の将来ビジョンにおいて「世界最新モデルとなる、人中心のストリートへ ～まちとつなが

り、人がつながっていく新たな価値を創出する空間へ～」が描かれています。 

これを踏まえ、御堂筋において最先端技術やデータ等を駆使した DX、世界最新モデルとなる「スマートスト

リート」の構想を持ち、社会実験において様々な実証を行っています。 

https://minami-midosuji.net/smartstreet 

 

図：スマートストリートのイメージ 

https://minami-midosuji.net/smartstreet
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※３ まちごと万博 とは 

夢洲の会場だけで万博を終わらせず、街の至るところでこのチャンスを使い倒そう。『まちごと万博』は、自

分たちの街をもうひとつの万博会場にして、万博をきっかけに生まれる面白い「イベント」や「プロジェクト」、万

博を機に何かにチャレンジする「人」を『まちのパビリオン』に見立て、光を当てる活動。Web サイトを通じて街

から生まれる可能性を発信するとともに、万博が終わってからも、その価値を街に残していきます。 

https://machigotoexpo.jp/ 

 

 

  

https://machigotoexpo.jp/
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２．募集概要 

（１）募集条件 

✓ ミナミの御堂筋沿道（概ね道頓堀川以南～難波駅前交差点の範囲の道路空間及び沿道

敷地）やその周辺において、先端技術の活用や独創的なアプローチによる実証を希望

する企業等を募集します。 

✓ 複数の構成員が共同（以下、「グループ」という）で応募することもできます。なお、企業

の所在地は国内外を問いません。 

✓ 募集枠として以下の２つを設定します。なお、上限は設けません。 

① ベンチャー・スタートアップ企業枠 

概ね５年以内に起業した資本金 5 千万円以下、従業員 50 人以下の企業 

② 一般枠 

上記以外の企業及び研究機関（大学研究室等） 

✓ 実証実験の実施に当たり、次の支援を行います。なお、研究会による費用の負担・支援

は行わないので、予めご了承ください。 

 ① 大阪公立大学による実証推進に係る助言の提供 

実証に際した計画策定及び実証推進に係る助言を行い、実証計画の精緻化・実施  

における伴走支援を行います。 

 ② 研究会及び大阪市による広報、PR 

       実証の進捗状況や結果等を研究会や大阪市においてホームページ掲出、プレスリリ

ース等でＰＲを行います。 

 ③ 大阪市による実証データ取得の支援 

       実証とあわせたデータの取得、分析において、専門的な支援を行います。 

（２）応募条件 

✓ ミナミの御堂筋沿道（概ね道頓堀川以南～難波駅前交差点の範囲の道路空間及び沿道

敷地）や東西に接続する商店街（よこみち）を、先端技術導入の実証実験・実装フィール

ドとして活用していただき、効果等をデータ取得の上、検証を行っていただきます。 

 実証事業のイメージ： 

  データ取得・解析のための開発機器の設置 

  アプリやサービスなどの試行実施 

  市民や来街者向けのデモンストレーションの実施 など 

✓ 募集するテーマとして、「ミナミエリアの課題解決とともに、御堂筋のスマートストリート

化、万博の掲げる未来社会の実現に資するもの」とします。 

事前に「ミナミの回遊性向上プロジェクト」のホームページをご確認の上、御堂筋やミナ
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ミエリアの課題※４を踏まえたご提案を期待します。 

https://minami-midosuji.net/smartstreet 

✓ 御堂筋の道路空間を使用する場合は、公道上であることを踏まえ、実証内容の公益性

や妥当性、安全性などの面から道路管理者・警察・道路協力団体等と諸々条件の協議・

調整のもと、道路占用許可・道路使用許可等を取得の上、実施していただきます。 

✓ 採択後、計画書を作成、提出の上、関係者との協議・調整を行っていただくとともに、研

究会等が実施するシンポジウム等（本研究会や地域・商店街の方々、本事業に参画する

企業や関係者などを対象とした、交流機会の創出を目的としたもの）への参加、報告書

の作成と成果の報告、ホームページや SNS 等による広報活動の実施や協力をいただ

くようお願いします。 

 

※4 御堂筋やミナミエリアの課題 とは 

○回遊性の創出 

ミナミエリア回遊性創出研究会では、大阪市で進められている道路空間の再編（御堂筋・なんば広場の歩行

者空間化）と連動し、社会実験「御堂筋チャレンジ」とあわせて、地域・商店街のみなさまと滞在時間および行動

の延伸、経済活動の活性化の効果をデータで検証してきました。その結果、歩行者空間化による効果が明らか

になってきており、来街者の増加や消費の拡大にもつながっています。 

一方で、インバウンド来街者の増加とも調和した快適な滞在空間の創造や、適切な行動の案内と情報提供、

東西の商店街（よこみち）と御堂筋との接続・連携、面での仕組みづくりが、次なる課題として挙がっています。 

こうした成果を「回遊・DX でめざすウォーカブルでサスティナブルなミナミ戦略・骨子」で取りまとめ、

2025 大阪･関西万博やその後に向けた行動へ繋げていくこととしており、本事業もその一環で取り組むもの

です。 

https://minami-midosuji.net/smartstreet 

○環境改善 

歩行者空間が広がり、来街者も増加する一方で、たばこのポイ捨てや放置自転車の増加などの路上での違

法行為も見られます。これらはミナミの積年の課題として、長らく地域で取り組んでこられました。最近では、

大阪市による放置自転車の実態調査などを実施し、課題の所在を明らかにしながら対策を講じていく「ミナミ

自転車対策ワーキング」も始動しています。また、2025 年 1 月には、市内での路上喫煙全面禁止が施行され

る予定です。効果的な啓発、行動変容をどう行っていくか、について、地域のみなさまと連携、検討を重ね、美

しいミナミ、まちづくりに継続的に取り組んでいます。 

https://minami-midosuji.net/jitensya-working 

○そのほか 

昨今では、地球温暖化・気候変動の進行も顕在化し、国際的な課題となっています。御堂筋も暑熱対策など

は課題であり、居心地の良い道路空間創造に向けて、緑化やベンチの木質化などのプロジェクトも実施してい

ます。 

https://minami-midosuji.net/mokushitsuka 

また、御堂筋などの公共空間は新たなコミュニティ形成の場としても重要であり、花壇を通じたボランティア

https://minami-midosuji.net/smartstreet
https://minami-midosuji.net/smartstreet
https://minami-midosuji.net/jitensya-working
https://minami-midosuji.net/mokushitsuka
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の方々との協働なども試行しています。いずれも、継続的な取り組みとすべく、スキームの確立や財源・人材の

確保に取り組んでいるところです。 

 

 

図 応募条件の概要 

（３）応募資格 

✓ 応募者は、次に掲げる要件をすべて満たす事業者またはグループとし、個人（個人事業

主を除く）での応募はできません。また、グループを結成して応募する場合は、すべての

構成員が要件を満たしているものとします。  

① 本事業の趣旨を理解し、関係法令等を遵守するもの。 

② 大阪市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員（以下暴力団員とい

う。）である者又は同条例第２条第１号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接

な関係を有する者でないこと。  

✓ 次に掲げる事項に該当する者は、応募資格を失うものとします。グループを結成して応

募する場合は、いずれかの構成員が該当すれば応募資格を失うものとします。 実証候

補者として決定後に応募資格を満たさないことが判明した場合は、当該決定を取り消

すものとします。  

① 応募書類の提出後、上記に記載する応募資格の要件を満たさないことが認めら
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れた者。  

② 虚偽の内容で申請した者。  

③ 選考の公平性に影響を与える行為をした者。  

④ 本要領に示した内容に違反すると認められる者。  

⑤ その他不正な行為を行ったと認められる者や、本事業の趣旨にそぐわないと判

断される者。  
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３．応募手続き 

（１）質問受付 

✓ 質問フォームで質問を随時受付します。こちらの Web フォームからご質問ください。 

https://forms.gle/WGhyw6Z6t91ZXS747 

（受付期間 2024 年 12 月 23 日（月）～2025 年 2 月 10 日（月）17 時まで） 

上記期間中にあった質問については個別に回答します。また、主な質問と回答につい

ては、要約し、質問者の情報は伏せたうえで当プロジェクトホームページに掲載します。 

（２）説明会 

✓ 下記要領で、本事業の趣旨・目的や、応募概要等について説明を行う機会を開催します

ので、ぜひご参加ください。なお、説明会の参加は応募の必須条件ではございません。 

 2025 年 2 月 5 日（水） 10:00～ 

                  13:00～  ※いずれも同じ内容、オンライン（Zoom） 

✓ こちらの Web フォームからエントリーください。 

https://forms.gle/DntmgTEUX5aTfVEy9 

（受付期間 2024 年 12 月 23 日（月）～2025 年 2 月 3 日（月）17 時まで）） 

（３）応募方法 

✓ 所定の書類、実証計画書等をホームページからダウンロード、作成いただき、メールに

て応募ください。 

宛先： minami-midosuji@arpak.co.jp 

（ミナミ回遊性創出研究会事務局：一般社団法人ミナミ御堂筋の会 宛て） 

メールタイトルに 「まちごと万博・スマート御堂筋トライアル応募」と記載ください。 

（受付期間 2024 年 12 月 23 日（月）～2025 年 2 月 28 日（金）17 時必着） 

（４）実証候補者の選定 

✓ 応募内容をもとに書類確認及びプレゼンテーションを実施します。研究会が設置する審

査会によって審査を行い、実証候補者を決定します。 

✓ 以下の手順に従い、審査を進めていきます。 

① 書類確認 

提出された応募書類を確認します。必要に応じて適宜確認・ヒアリング等を実施す

ることがあります。 

https://forms.gle/WGhyw6Z6t91ZXS747
https://forms.gle/DntmgTEUX5aTfVEy9
mailto:minami-midosuji@arpak.co.jp
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② プレゼンテーション 

書類確認を通過した応募者を対象に、研究会が設置する審査会の審査委員がプレ

ゼンテーションを通じて審査を行い、実証候補者を決定します。 

プレゼンテーションの日程・時間は追って提出者に連絡しますが、2025 年 3 月

10 日の週で予定しています。リアルでの参加を基本としますが、オンラインの併

用も検討します。 

✓ 審査内容は以下の通りとします。なお、審査委員の構成や配点は非公開とします。 

① 実現性 

計画された実証事業が実現性のあるものか。道路占用などが生じる際に、図面な

どで的確に内容が表現され、手法や協議プロセス等が明示されているか。 

② 持続性 

万博期間終了後も、持続性のあるものとして継続できる内容となっているか。 

③ 地域課題解決や波及 

ミナミエリアや御堂筋の環境改善、回遊性の向上など、地域の課題解決に資する

内容となっているか。取り組みが周辺に波及する可能性のある、拡張性のある内

容であるか。 

④ 先端性や成長可能性 

スマートストリート化、万博で目指されている未来社会の実現などに寄与する、先

端的で独創的な技術、アイディアが実装されているか。今後の成長が期待できる

技術・サービスであるか。 

⑤ 効果検証 PDCA サイクルの適格性 

データ取得、検証などの内容が的確に示され、PDCA サイクルに即したものとな

っているか。 

⑥ 公益性や適格性 

道路空間等の公益性の高い場所で実施することを踏まえ、各種法令等を遵守しプ

ライバシー保護やコンプライアンスなどに配慮されたものとなっているか。 

✓ 審査内容を踏まえ、実証候補者を決定します。なお、各審査の結果は、随時応募者に対

して事務局から通知します。個別の審査状況にかかる問合せには対応しておりません

ので、予めご了承ください。  
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４．選定後の実施概要 

（１）協議・調整と覚書の締結等 

✓ 実証候補者が決定した後、実施候補者と研究会で協議を行い、実証計画書に沿った内

容について適宜調整します。 

✓ その後、研究会と実証候補者は速やかに実証に関する覚書を締結します。覚書の内容

や手続き等については、最終的な実証候補者に対して事務局から通知します。なお、必

要に応じて実施エリアのエリアマネジメント主体（道路協力団体や商店街等）や大阪市と

も覚書を締結することがあります。  

✓ 道路占用などが発生する際は、道路管理者・警察・道路協力団体等と諸々条件の協議・

調整のもと、道路占用許可・道路使用許可等を取得の上、実施するものとし、その申請

に必要な書類を作成していただきます。（必要に応じて、本研究会事務局が支援を行い

ます。） 

✓ 2025 年 3 月 25 日（火）午後に、本研究会主催のシンポジウムをなんば界隈で予定

しておりますので、ご出席いただき、実証内容のＰＲを行っていただくよう、お願いしま

す。 

（２）実証実験の実施 

✓ 覚書締結後、必要な許可等が下りたのち、実証実験を実施していただきます。期間は万

博期間中（2025 年 4 月 13 日(日)から 10 月 13 日(月)）を基本としますが、協議・

調整に基づき決定します。 

✓ 実証期間中は、可能な限り、技術やサービスのＰＲに努めていただくとともに、来街者

や関係者がそれらに触れられるデモンストレーション、体験の機会創出を図っていただ

くよう、お願いします。 

（３）実証実験終了後 

✓ 実証期間終了後に、実証報告書の提出をお願いします。 

✓ 継続性あり効果が認められる実証実験については、所定の手続等のもと、実験を継続

することもあります。 
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５．全体スケジュール  

2024 年 12 月 23 日（月）  ：応募・質問受付開始 

2025 年 2 月 5 日（水）10 時・13 時 ：説明会（オンライン） 

2025 年 2 月 10 日（月）17 時  ：質問締切 

2025 年 2 月 28 日（金）17 時  ：応募締切 

2025 年 3 月 10 日の週  ：審査・ヒアリング（日程は別途通知します） 

2025 年 3 月下旬   ：実証候補者決定 

2025 年 3 月 25 日（火）午後  ：シンポジウム（なんば界隈で予定） 

2025 年 4 月 13 日(日)から 

10 月 13 日(月)の間  ：万博期間・実証事業実施 

2025 年秋ごろ   ：報告書作成、成果報告会への参加 

 

６．その他  

✓ 提案の企画や作成、フォーム入力等提案に関して必要となる一切の費用は、提案者の

負担となりますので、予めご了承ください。 

✓ 提案内容にかかる著作権、知的財産権については応募者に帰属するものとし、応募者

に無断でその内容を公表・使用することは致しません。 

✓ 提案提出後に提案を辞退する場合は、必ず書面（様式は自由。）により届け出てくださ

い。  

✓ すでに、先行して 2 事業を民間事業者とともに展開しております。下記もご参照くださ

い。 

 

① AGC/インテリジェンスデザイン:まちなかの回遊創出・安全性確保に向けた窓枠カメラ

の設置と検証 

 

  

 

 

 

 

 

 

⇒開発中窓枠カメラ×AI データ解析による新規サービス検証と、データによるまちなか

回遊の促進効果検証を実施 

AGC：窓設置カメラ「ミハルモ™」 
INTELLIGENCE DESIGN 

：IDEA（エッジ AI） 
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② OsakaMetro：駅改札内とまちなかとで連携したビーコン設置による人流データ取

得と回遊行動の検証 

 

 

   ⇒OsakaMetro が進める駅構内のビーコンによる人流測定と連携させる形で周辺地上

エリアにもビーコンを設置し、データ連携による駅及び周辺エリアの回遊促進効果検証

を実施 

 

 

７．問合せ先 

まちごと万博・スマート御堂筋トライアル 事務局 

一般社団法人ミナミ御堂筋の会 事務局 

 株式会社地域計画建築研究所（アルパック） （担当：絹原） 

   E-mail ：minami-midosuji@arpak.co.jp 

〒541-0042 大阪市中央区今橋 3-1-7 日本生命今橋ビル 10F 

 Tel：06-6205-3600 Fax：06-6205-3601 

 

スマートストリート（本プロジェクトページ） 

https://minami-midosuji.net/smartstreet 

 

OsakaMetro：地下鉄駅構内ビーコン設置 

mailto:minami-midosuji@arpak.co.jp
https://minami-midosuji.net/smartstreet

